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電力値上げにストップ！

　

再
稼
働
狙
わ
れ
る｢

伊
方｣

３･１１を忘れない

－行政と電力会社に計画的な廃炉を求める世論を－

再稼働と値上げに反対しよう

　
要
請
内
容
は
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を

す
る
な
、
廃
炉
計
画
を
立
て
よ
、
使
用

済
み
核
燃
料
の
厳
正
管
理
を
行
え
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
抜
本
的
転
換
を
す

す
め
よ
、
電
気
料
金
値
上
げ
を
し
な
い

よ
う
四
国
電
力
へ要
請
せ
よ
な
ど
６
項
目

で
す
。
　 安

全
性
と
社
会
的
責
任
を

２
月
２
０
日
、
四
国
電
力
は
７
月
か
ら
の
大
幅
な
値
上
げ
を
申
請
し
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
伊
方
３
号
基
の
７
月
か
ら
の
稼
働
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

四
国
地
区
協
は
２
月
１
日
に
、
「安
全
性
が
最
優
先
」
の
視
点
で
愛
媛
県
へ
要
請

し
ま
し
た
。
高
知
県
労
連
か
ら
は
田
口
委
員
長
と
牧
書
記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
側
は
、
原
子
力
安
全
対
策
課
、
産
業
政
策
課
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
愛
媛
県
側
は
「国
の
判
断
、
四
電
の

対
応
、
地
元
の
意
見
を
勘
案
し
て
判
断

す
る
。
長
い
目
で
見
て
脱
原
発
、
当
面

白
紙
の
態
度
に
変
更
は
な
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

　
ま
た
、
電
力
値
上
げ
に
つ
い
て
は
地
元

企
業
の
影
響
調
査
も
行
い
、
四
国
電
力

に
慎
重
な
対
応
を
取
る
よ
う
要
請
し
た

と
述
べ
ま
し
た
。

　
話
し
合
い
の
中
で
、
四
国
電
力
は
坂

出
の
火
力
発
電
所
１
、
４
号
機
を
コ
ン
バ

イ
ン
ド
発
電
に
転
換
し
、
２
号
機
の
転

換
計
画
を
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
原
発

停
止
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
転
換
の
た

め
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
も
必
要

な
発
電
容
量
の
増
強
計
画
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
発
３
基
を
稼
働
さ
せ
た
場

合
、
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
残
容

量
は
８
年
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
　

　
「伊
方
原
発
が
過
酷
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
の
情
報
は
来
る

の
か
」
と
の
質
問
に
は
、
「政
府
が
適
切

に
判
断
し
、
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
と

思
う
」
と
答
え
ま
し
た
。
「福
島
第
一

原
発
事
故
で
は
、
政
府
が
情
報
を
隠

し
、
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
飯
館
村

に
逃
げ
た
」、
「政
府
が
『適
切
に
判
断

し
て
』
と
い
う
の
が
一
番
問
題
。
『混
乱

を
起
こ
さ
な
い
』こ
と
が
優
先
さ
れ
、
情

報
隠
し
が
行
わ
れ
た
。
福
島
第
一
原
発

事
故
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」と

迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
測
体
制
を
整

備
す
べ
き
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
全
労
連
四
国
地
区
協
で
は
、
３
月
６

日
に
電
気
料
金
値
上
げ
問
題
を
中
心
に

四
国
電
力
に
申
し
入
れ
を
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

３･１１を忘れない！

原発ゼロ大行動 in高知

日時：2013年 3月10日（日）10時～

場所：高知市城西公園　※雨天決行

10:00 ～　オープニングセレモニー

10:30～　メイン集会

11:10 ～　パレード出発

「日
本
を
取
り
戻
す
」
ど
こ

ろ
か

「日
本
を
差
し
出
し

た
」
の
が
、
二
月
二
二
日
の

日
米
首
脳
会
談
▲
「朝
貢

外
交
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
今
回

の
ア
メ
リ
カ
への
お
土
産
は
①
辺
野
古
の

埋
め
立
て
申
請
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
早
期

表
明
③
原
発
ゼ
ロ
の
政
策
見
直
し
。
し

か
し
、
こ
れ
で
は
不
十
分
と
ば
か
り
に

晩
餐
会
な
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
共

同
記
者
会
見
な
し
の
「冷
遇
」
を
受
け

た
安
倍
首
相
▲
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
日
本
への

輸
出
の
約
束
も
取
れ
ず
、
尖
閣
問
題
で

の
ア
メ
リ
カ
の

「貢
献
」
も
引
き
出
せ

ず
、
安
倍
首
相
は
「二
級
国
家
に
は
な

ら
な
い
」
と
演
説
し
た
も
の
の
さ
ん
ざ
ん

の
二
級
政
治
家
振
り
で
あ
っ
た
▲
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
で
は
「聖
域
な
き
関
税
撤
廃
が
前

提
で
な
い
」
と
安
倍
首
相
が
自
民
党
を

ご
ま
か
し
、
自
民
党
と
一
緒
に
な
っ
て

国
民
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ

れ
を

「(

鵜
呑
み
、
歓
迎
、
煽
る
）
翼

賛
報
道
」
で
マ
ス
コ
ミ
が
支
え
て
い
る
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
は
断
固
反
対
を
表
明
し
て
い
た
県

選
出
の
国
会
議
員
の
真
価
が
問
わ
れ
る

▲
安
倍
首
相
の

「日
本
を
取
り
戻
す
」

宣
言
は
、
民
主
党
か
ら
日
本
を
取
り
戻

し
、
今
度
は
憲
法
を
変
え
て
国
民
か
ら

日
本
を
取
り
戻
す
（国
民
主
権
の
矮
小

化
や
制
限
、
天
皇
元
首
化
）
と
い
う
宣

言
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
▲
何

の
合
意
も
な
し
に
お
土
産
に
さ
れ
た
沖

縄
県
民
を
は
じ
め
日
本
国
民
は
、
自
民

党
か
ら
政
治
を
取
り
戻
す
た
め
立
ち
上

が
る
時
だ
。
（田
）



(2)２０１３年３月１日　　　　 　 　　　高　知　県　労　連　　　　　　　　　   　　　　ＮＯ．１５０

労働局均等室と意見交換会を実施
県労連

女性部

日時：2012年３月2８日(木)18:30～

場所：高知城ホール3F県教組会議室

内容：

｢新人歓迎会｣意見交換会の案内

　県労連 『春の拡大月間』 では、 新入職員への加入呼び

県労連青年部｢お花見｣の案内

日　時： ３月30日(土)12:00～

場　所：高知城ホール南玄関に集合

　　　　　　　　　※高知城に移動します

参加費 ： 1人 1000円

申込先 ：県労連青年部

かけが重要。そこで、さまざまな単産･単組で行われる新人歓迎会の

情報を交換し、 組合加入に結びつけるノウハウを共有します。 イベ

ント内容やグッズの活用も交流できます。ぜひご参加ください。

女性雇用者数の推移 　
県
労
連
女
性
部
は
、
高
知
労
働
局
均
等
室
と
の
意
見
交
換
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
労
連
女
性
部
の
『男
女
雇
用

機
会
均
等
法
の
実
効
あ
る
改
正
』を
求
め
る
厚
労
大
臣･

労
働
政

策
審
議
会
等
へ
の
要
請
行
動
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
女
性
部
と
し

て
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
を
実
効
あ
る
も
の
に

　
女
性
労
働
者
の
実
態
や
、
若
者
の
雇
用
実
態
の
認
識
を
共
有

し
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
、
人
間
ら
し
く
働
け
る
よ
う
実
効

あ
る
法
律
と
な
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

均
等
室
の
役
割
は
大
き
い

　
均
等
室
は
、
均
等
法
な
ど
法
律
の
周
知
、
事
業
所
訪
問
、
企

業
と
労
働
者
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
（紛
争
関
係
）な
ど
を
行
い
、
今

年
度
は
、
改
正
育
児
介
護
休
業
法
を
重
点
に
進
め
て
い
ま
す
。

増
え
る
セ
ク
ハ
ラ
相
談

　
今
年
度
寄
せ
ら
れ
た
相
談
で
、
雇
用

機
会
均
等
法
に
係
わ
る
も
の
の
７
割
が
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
。
パ
ワ
ハ
ラ
や
募

集･

採
用
、
妊
娠
出
産
等
を
理
由
と
し

た
不
利
益
取
り
扱
い
な
ど
の
相
談
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
業
を

訪
問
す
る
と
、
「男
女
平
等
で
や
っ
て
い

る
。
昇
格
も
あ
り
、
能
力
の
あ
る
人
は

登
用
し
て
い
る
。
」
と
い
う
が
、
実
際
は

総
合
職
に
女
性
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い

う
の
が
実
態
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
県
内
パ
ー
ト
や
臨

時
な
ど
非
正
規
職
員
の
劣
悪
な
実
態
も

交
え
な
が
ら
、
機
会
均
等
法
が
骨
抜
き

に
な
ら
な
い
よ
う
、
賃
金
差
別
や
不
利

益
取
り
扱
い
を
な
く
す
こ
と
や
行
政
に

よ
る
救
済
権
限
を
強
化
拡
充
す
る
こ

と
、
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
に
つ

い
て
も
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
な
ど
を

県における管理職の在職状況 （平成23年4月1日時点） 盛
り
込
ん
だ
改
正
と
す
る
よ
う
に
要
請

し
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
が
育
休
を
取

る
こ
と
の
重
要
性
や
、
女
性
の
管
理
職

への
登
用
、
学
校
や
ハロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

で
働
く
者
の
権
利
を
教
え
る
こ
と
な
ど

様
々
な
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
後
も
定
期
的
に
意
見
交

換
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

女性の割合

（H22.4.1）
部局長

クラス（人）

副部長

クラス（人）

課長

クラス（人）
計 216 18 8.3% 5.6% 2 5 11

うち知事部局 159 14 8.8% 5.1% 2 3 9
うち教育委員会 17 3 17.6% 17.6% 0 2 1
うちその他 40 1 2.5% 2.5% 0 0 1

計 151 16 10.6% 10.1% 0 0 16
うち知事部局 106 7 6.6% 7.6% 0 0 7
うち教育委員会 12 4 33.3% 25.0% 0 0 4
うちその他 33 5 15.2% 12.9% 0 0 5

支

庁

･

地

方

事

務

所

本

庁

総数

（人）

うち女性

（人）
女性の割合

女性管理職の内訳（人）

124031 132701 142568 139363 142209 149103 147495 135241

84450 93760
106250 110798 118273 127872 130429

127983

40.5% 41.4%
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48.6%

33.4% 33.1%
35.0%

37.3%
39.1%

40.4% 41.7%
43.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

350000

400000

450000

500000

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

高知県男性 高知県女性 高知県女性 全国女性



(3)２０１３年３月１日　　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　　ＮＯ．１５０　

その他の記事

消費税廃止各界連などの学習会

女性部13春闘 「なのはな行動」

「消費税増税ではなくくらしを守る道を～

安倍政権の経済政策を斬る」 と題した学

習会が、 ２月２４日、 人権啓発センター

で開催され１２０人が集まりました。 主催

は 「消費税をなくす高知県の会」 と 「消

費税廃止高知県各界連絡会」。 講師の

垣内亮さんは、 日本共産党の政策委

員。

県労連女性部は２月８日、 ひろめ市場前

で１３春闘菜野花行動を行いました。 男

女の雇用機会の均等、 共同参画の推

進、 男女ともに賃上げでデフレ脱却、 景

気回復を訴えました。

後期高齢者医療制度と税と社会保障の一

体改革に反対する学習会が、 ２月１６日

に県立大で開催されました。 年金支給月

に合わせて２か月に一回昼休み集会や学

習会を開催際しています。 ３２回目になる

昨日の学習会には４０人が集まりました。

県立大の田中きよむ教授 （県社保協会

長） が 「社会保障改革推進法」 の憲法違

反の中身について詳しく講演しました。

社会保障改革推進法の学習会

四
国
総
行
動
を
実
施

0 . 0 % 2 0 . 0 % 4 0 . 0 % 6 0 . 0 % 8 0 . 0 % 1 0 0 . 0 %

一 層 の 省 エ ネ 推 進

経 費 削 減

価 格 へ の 転 嫁

生 産 拠 点 の 海 外 移 転

そ の 他 の 対 応 策

愛媛県内企業：電気料金値上げの対応策について【経済労働部産業政策課調べ】

全
労
連
四
国
地
区
協
議
会

（四
国
地
区
協
）
は
３
月
１
日
、
『２
０
１
３
年
春
闘
四

国
総
行
動
』を
実
施
し
ま
し
た
。
集
会
場
所
と
な
っ
た
高
松
駅
前
に
は
１
０
０
名
が

集
ま
り
、
「賃
上
げ
で
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
』
を
合
い
言
葉
に
、
春
闘
で
の
要
求
実

現
の
た
め
に
奮
闘
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
集
会
の
前
後
に
は
、
四
国
運
輸

局
な
ど
の
事
務
局
へ
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
四
国
地
区
協
の
山
本
議

長
が
「デ
フ
レ
克
服
に
は
大
幅
な
賃
上
げ

が
必
要
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社

保
庁
の
争
議
団
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
か
ら

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
四
国
運
輸
局
（ト
ラ
ッ
ク
・

タ
ク
シ
ー
）、
四
国
整
備
局
、
Ｊ
Ｒ
四

国
、
午
後
に
は
四
国
運
輸
局
（総
合
）、

四
国
経
済
産
業
局
、
人
事
院
四
国
事

務
局
へ要
請
を
行
い
ま
し
た
。
高
知
県
労

連
か
ら
は
全
体
で
１
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
四
国
運
輸
局
で
は
、
低
賃
金
・
長
時

間
労
働
が
蔓
延
す
る
ト
ラ
ッ
ク
や
タ
ク

シ
ー
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
は
、
９
割
の
企
業

で
労
基
法
違
反
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
発
し
て
い
る
長
距
離
バ
ス
の
事
故
と

『過
労
死
』
認
定
数
の
多
さ
は
無
関
係

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
な
監
査
体
制

の
強
化
は
労
働
者
を
守
る
為
に
は
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、
利
益
優
先
の
経
営

か
ら
転
換
し
、
利
用
者
の
安
心
安
全
な

利
用
の
た
め
、
ホ
ー
ム
要
員
の
拡
大
や

駅
の
新
設
、
ト
イ
レ
の
設
置
を
求
め
ま

し
た
。
今
回
の
要
請
で
は
、
駅
の
新
設

や
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
四

国
が
全
て
設
置
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
自
治
体
と
共
同
し
て
設
置
し
て
い

る
箇
所
も
多
く
、
Ｊ
Ｒ
だ
け
で
は
な
く
、

自
治
体
への
要
請
や
地
域
住
民
の
声
の

高
ま
り
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
声
を
さ
ら

に
集
め
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
集
会
後
は
デ
モ
行
進
を
行
い
、
『賃
上

げ
で
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
』
を

四
国
電
力
前
で
『伊
方
原
発
の
再
稼
働

反
対
』
『電
気
料
金
の
値
上
げ
反
対
』

『再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
せ
よ
』

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。
四
国
電
力
の
値

上
げ
申
請
の
直
後
と
あ
っ
て
、
参
加
者

の
声
に
も
力
が
こ
も
り
ま
し
た
。

　
四
国
電
力
へ
の
要
請
は
３
月
６
日

（水
）
に
行
う
予
定
で
す
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
三
月
二
十
五

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時事川柳を募集中！

　

１
４
９
号
の
答
え
は
「
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
　
　

一
段
と
親
に
似
て
き
た
進
次
郞

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

　
　
　

藤
原　

昌
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

正
岡　

伸
悟
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

西
山　

潤　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

核
実
験
ま
た
ば
か
さ
れ
た
日
本
政
府

　
　
　
　             

　
　 

　
　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

おたよりの紹介

○機関紙を読むまで、知らなかった事がたくさんありました。私もしっ

かり、 職場や、 今の社会、 政治に目を向けなくてはいけないな。 と

感じました。 南国自治労連 （Ｋ･Ｕ）

○何かと厳しいこの時代、 自学で自分を高めなければ･･･。 安芸自

治労連 （Ｓ･Ｍ）

○ 「樫やん奮戦記」 をいつも興味深く読ませていただいています。

「知っていること」がいかに大事か、ということを再認識させられます。

労務関係の知識をもっと増やしたいなあと思う今日この頃です。南国

自治労連（Ｃ･Ｓ）

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
？

【タ
テ
の
カ
ギ
】①
海
風
を
受
け

て
○
○
釣
り
　
②
―
―
に
く
る

ま
る
　
③
リ
ー
グ
戦
で
○
○
低

迷
　
④
―
―
書
を
出
し
上
司
の
承

認
を
得
る
　
⑥
キ
ャ
ン
プ
場
で

―
―
を
囲
む
　
⑧
衆
・
参
院
の
議

決
　
⑨
き
き
め
　
⑪
ゆ
き
き
　
⑬
自

分
の
思
う
ま
ま
　
⑮
利
○
○

【ヨコのカギ】 ①

じゃが○○　③施

設の――人　⑤

はやびき　⑦春

の旬野菜。 茎を

佃煮に　⑧その

案に○○あり　

⑩観光客に人気

の――地区　⑫○

○の歩みのように

遅い　⑭♪――よ

今夜もありがとう　

⑯満州国は日本

の――国家

3･13重税反対全国統一行動
開催日 開始時間 会場 備考

県中央集会 3月13日（水） 13:00～ ＲＫＣホール 集会後デモ

安芸集会 3月13日（水） 13:30～ 労働金庫安芸支店2Ｆ会議室

南国集会 3月13日（水） 13:30～ グレース浜ずし 集会後デモ

いの集会 3月12日（水） 13:00～ すこやかセンター伊野

須崎集会 3月13日（水） 13:30～ 須崎市立文化会館 集会後デモ

中村集会 3月13日（水） 14:00～ 四万十市立文化センター 集会後デモ

○今夏、給料減になるにもかかわらず、職場で義理チョコが飛びか

いました。家計見直し最重要点になる交際費からの出費です。来年

は無いかもね･･･。 香美自治労連 （Ｓ･Ｎ）

○前号機関紙のＫ･Ｎさんのおたよりに刺激され、私も本代を増やす

ために応募しました。 ぜひよろしくお願いします。 県教組 （Ｊ･Ｎ）

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動

県
内
各
地
で
開
催
予
定

　『社会保障･税一体改革関連法』 の成立により、 2014 年 4 月に 8％、 2015 年 10 月

に 10％へ引き上げ予定の消費税。 消費税が10％に引き上げられれば、 年収280 万

円の世帯で年間11万円以上の負担増となります。中小企業では消費税増税分を価格

に転嫁できず、 経営が圧迫されます。 『増税反対！』 の声を一斉に挙げましょう。

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

４
月
５
日
（
金
）
８
～
２
０
時

国
で
な
く
あ
な
た
が
二
級
安
倍
首
相

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）

再
稼
働
値
上
げ
と
一
緒
に
申
請
し

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  
　
　
（源
朝
光
）

風
ま
か
せ
花
粉
Ｐ
Ｍ
放
射
能

　
　
　
　             

　
　
　 
　
　  

　
　
（牧
師
）


